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三代 魚住 為楽【昭和12（1937）年－】重要無形文化財保持者（銅鑼）
制作年／昭和60－63（1985－1988）年 サイズ／（建水）口径14.5×底径8.5×高さ7.7cm （蓋置）径5.0×高さ
5.0cm （杓立）口径4.6×胴径7.3×高さ16.3cm （水指）口径21.6×底径17.8×高さ9.5cm 技法／鋳造
砂張銅鑼の名工として知られる三代魚住為楽は、高校在学中より祖父・初代魚住為楽に師事して銅鑼制作と砂張
（銅と錫の合金）を材料とする金工技術を学んだ。本作品は砂張で作られた茶道具一式。銅鑼作りに基づく優れ
た鋳造・加工技術で仕上げられ、薄くて軽く、道具としての高い機能性を有している。
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小倉前会長の退任を受け、去る6月15日開催の理事会
・総会において会長に選出されました平櫻でございま
す。4年間にわたり副会長を務めさせていただいており
ましたが、今改めて会長職という重責に身の引き締まる
思いであります。協会員皆様方のより一層のご支援、ご
協力をお願いいたします。

近年全国的に自然災害が多発しております。昨年も
気候変動による記録的な自然災害により、全国各地で
多くの犠牲者がでるとともに甚大な被害がもたらされ

ました。県協会としても、復旧・復興に向けた協力・連携を進めてまいりましたが、災
害時の応急対応に携わる「地域の守り手」として、我々、地域建設業の社会的役割は、
今後ますます重要になります。その使命を果たすためにも、各地区協会との協力・連携
体制をしっかりと構築していきたいと考えています。

年明けから新型コロナウイルス感染症が国内外で拡大し、現在も、国を挙げて感染拡
大防止対策が進められています。4月に全国を対象に緊急事態宣言が発出されると同時
に、本県が特定警戒県に指定され緊迫した日々が続きました。その間、講習会の中止、
大手ゼネコン現場の一部閉所、資材納入の滞りによる工期の遅れなどで企業経営にも影
響が出ています。インバウンドの激減、経済活動の自粛による景気低迷で地域経済活動
が大きく停滞していることから、今後の公共事業、民間開発等に大きな影響がでてくる
のではないか危惧しております。県協会として、景気の下支えや経済の早期回復のため
にも公共投資の早期執行にしっかりと備えたいと思います。建設業界としてこの国難に
立ち向かうため、会員の皆様には、感染拡大防止と経済活動を両立する「新たな日常」
の取り組みにご協力をお願いいたします。早期に収束し正常な状況に戻ることを強く願
っております。

さて、令和2年度公共事業予算は、「防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策」
の最終年度にあたり8年連続の微増となりましたが、建設投資の偏りにより大都市と地

新 会 長 挨 拶

いしかわの未来を創り地域を守る建設業へ
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方での地域間格差がますます拡大し、地域建設業にとっては依然として厳しい状況とな
っています。現在、県内各地で「防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策」が
進められていますが、激甚化、頻発化する自然災害に備え県民の安全・安心を確保する
ためには、3か年で終わることなく中長期的な視点に立って、着実にそして計画的に防
災・減災対策は継続されなければなりません。引き続き、関係機関に対して令和3年度
以降の事業継続を求めていきます。

今、建設産業界の喫緊の課題は、働き方改革と生産性向上の取り組みです。昨年は、
働き方改革関連として改正労働基準法の施行、建設キャリアアップシステムの本格運用、
新・担い手3法が成立し、今年度から新たな品確法運用指針の適用も開始されるなど、
建設業界を取り巻く環境は大きく変化しています。昨年実施した会員アンケートでは、
年間休日数は徐々に増加はしているものの、依然として休日拡大に向けた取り組み予定
のない企業も多くありました。
県協会としては、第4次産業革命という大転換期の中で、今を変革の好機ととらえ、

働き方改革と生産性向上を両輪として労働環境の改善に取り組んでおります。今年度も、
『生産性の向上なくして建設業の再生無し』をスローガンに、引き続き、会員に「休日
ツキイチプラス運動」を呼び掛け、若者から選択される職場づくりを進めていきます。
休日の確保など就労環境の改善やICTの導入・推進の取り組みなどを積極的に推進し、
企業力に一層の磨きをかけていきたいと考えています。特に、広報力強化や、女性職員
によるネットワーク構築に向けた「女性部会の設立」を目指すとともに、将来の県内協
会組織や建設会館の在り方についても議論を進めていきたいと思います。

ポスト・コロナ時代に向かい、まさに地域建設業は危機管理産業としての行動力が問
われようとしております。どのような時においても、持続的な企業経営と将来にわたり
「地域の守り手」として役割を果たせるよう、足腰の強い建設産業を目指さなければな
りません。そのためにも、あらゆる機会を通じて、国、県など発注者に対して、公共事
業の継続的・安定的な事業量の確保や適正な利潤を確保できる入札契約制度の更なる改
善を求めていく所存です。

建設産業が、新3K「給与、休暇、希望」の魅力ある産業として、県民・市民の皆様
から認めていただけるよう微力ではありますが、当面する諸課題に取り組むとともに時
代のニーズに合った協会活動を進めてまいります。協会員のご支援・ご協力を重ねてお
願いいたします。
最後に、国、県はじめ発注機関の皆様方のより一層のご指導と全国建設業協会、各都

道府県建設業協会のご支援をいただきますようお願い申し上げご挨拶とさせていただき
ます。
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今月の

（一社）石川県建設業協会（会長 小倉 淳）は、6月15日（月）、
石川県建設総合センター7階大ホールにおいて令和2年度の通
常総会を開催した。
冒頭、小倉会長は、「新型コロナウイルス感染症の収束時期

が見通せない中、景気が大きく減速し今後の公共事業、民間開
発等への影響を危惧している。今後は、感染拡大防止に向けた
新たな生活様式への取組が重要となってくる。働き方改革に向
けて建設業を取り巻く環境は大きく変化しており、県協会では、
今を変革の好機ととらえ、若者にとって魅力ある産業となれる
よう働き方改革と生産性向上を両輪として労働環境の改善に努
め、将来にわたり「地域の守り手」としての役割が果たせるよう、
当面の諸課題にしっかりと取り組んで参りたい。」と挨拶した。
議事では、議事録署名人の指名後、令和元年度事業報告、令
和2年度事業計画及び収支予算、公益目的支出計画の3件が報
告され、決議事項では、令和元年度収支決算、理事選任、監事
選任の3件が審議されいずれも異議なく承認された。
総会終了後の理事会において役員改選が行われ、会長に
平櫻 保氏、副会長に鶴山庄市、江口介一、橋本和雄（新）、
中市勝也（新）の4氏、常任理事に竹腰勇ノ介、真柄卓司、
岡田康晴（新）、髙田直人、岡 昌弘、藤内拓朗（新）、小中出佳津良
（新）、吉光岳文（新）、谷端正宗（新）、表 守活、南 哲郎（新）、
田村行利、福池正人の各氏、監事に井戸谷信一（新）、寺井順幸
（新）、宮下克己の3氏、専務理事に山岸 勇氏、常務理事に
地中 浩、北村清成、米田和正の3氏が選任された。退任した
小倉前会長は理事・相談役に就いた。
なお、令和2年度の表彰式は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。新役員、表彰名簿
は下記のとおり。

令和2年度（一社）石川県建設業協会通常総会の開催

役員名簿 令和2年6月15日現在
役 職 氏 名 会 社 名 役 職 氏 名 会 社 名
会 長 平 櫻 保 み づ ほ 工 業 ㈱ 新 理 事 小 柳 誠 日 本 海 建 設 ㈱
副会長 鶴 山 庄 市 加 賀 建 設 ㈱ 〃 澤 田 剛 沢 田 工 業 ㈱
〃 江 口 介 一 ㈱ 江 口 組 〃 末 田 廣 昭 ㈱ 犀 川 組
〃 橋 本 和 雄 兼 六 建 設 ㈱ 新 〃 豊 蔵 享 一 ㈱ 豊 蔵 組
〃 中 市 勝 也 ㈱ 丸 中 組 新 〃 野 村 幸 平 大 三 建 設 ㈱

理事・相談役 北 川 義 信 北川ヒューテック㈱ 〃 坂 東 久 雄 共 栄 建 設 ㈱
理事・相談役 小 倉 淳 小 倉 建 設 ㈱ 新 〃 本 田 正 敏 ㈱ 本 田 工 務 店
常任理事 竹 腰 勇ノ介 ㈱ 北 都 組 〃 水 内 健 之 城 東 建 設 ㈱
〃 真 柄 卓 司 真 柄 建 設 ㈱ 〃 明 翫 圭 祐 ㈱ 明 翫 組 新
〃 岡 田 康 晴 酒 井 工 業 ㈱ 新 〃 山 田 外志雄 宏 州 建 設 ㈱ 新
〃 髙 田 直 人 ㈱ 髙 田 組 〃 向 出 剛 一 ㈱ 向 出 組 新
〃 岡 昌 弘 ㈱ 岡 組 〃 西 正 次 ㈱ 丸 西 組
〃 藤 内 拓 朗 橘 建 設 ㈱ 新 〃 根 上 健 正 ㈱ ト ー ケ ン
〃 小中出 佳津良 小 中 出 建 設 ㈱ 新 〃 加 藤 正 人 ㈱ ヨ ネ ミ ツ 新
〃 吉 光 岳 文 ㈱ 吉 光 組 新 〃 藤 本 和 久 ㈱ 松 建 新
〃 谷 端 正 宗 ㈱ 慶 伊 組 新 〃 山 﨑 貴 文 ㈱ 山 﨑 組 新
〃 表 守 活 ㈱ 表 組 〃 福 居 進 ㈱ 石 川 建 設
〃 南 哲 郎 南 建 設 ㈱ 新 〃 戸 田 充 ㈱ 戸 田 組 新
〃 田 村 行 利 ㈱ 田 村 工 業 〃 高 木 作 之 昭 和 建 設 ㈱
〃 福 池 正 人 北 能 産 業 ㈱ 〃 二 俣 馨 ㈱ 新 出 組

会長挨拶

会場
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委員長名簿 令和2年6月15日
氏 名 役 職 名 氏 名 役 職 名

鶴 山 庄 市 総務企画委員長 髙 田 直 人 広報・研修委員長
竹 腰 勇ノ介 土木委員長 北 川 隆 明 建設青年委員長
真 柄 卓 司 建築委員長 岡 昌 弘 担い手確保・育成等特別委員長
岡 田 康 晴 土地改良委員長 藤 内 拓 朗 安全・環境対策特別委員長

一般社団法人 全国建設業協会長表彰

優良役員表彰 （規程第2条第4号該当者）
（年齢55歳以上役員等の経歴20年以上）

優良会員表彰 （規程第4条第1号該当者）
（建設業20年以上の営業）

氏 名 会 社 名 会 社 名
藤 内 拓 朗 橘 建 設 ㈱ ハイウェイ・リバーメンテナンス㈱
表 守 活 ㈱ 表 組 ㈱ 麝 香 重 機 建 設
高 木 作 之 昭 和 建 設 ㈱ 壁 屋 建 設 ㈱
東 井 保 ㈱ 東 井 組
時 兼 康 明 ㈱ 森 井 組

優良従業員表彰 （規程第5条該当者）（年齢55歳以上勤続25年以上）

氏 名 会 社 名 氏 名 会 社 名
島 田 満 北 川 ヒ ュ ー テ ッ ク ㈱ 中 村 勉 池 田 建 設 工 業 ㈱
石 倉 寛 ㈱ 小 山 組 中 村 孝 道 ㈱ 新 出 組
藤 井 俊 昭 真 柄 建 設 ㈱ 藪 美智恵 ㈱ 丸 中 組
坂 本 雄 幸 ㈱ ト ー ケ ン

一般社団法人 石川県建設業協会長表彰

優良役員表彰 （規程第2条第4号該当者）（年齢50歳以上役員歴20年以上） 優良会員表彰
（規程第3条第1号該当者）
（建設業20年以上）

氏 名 会 社 名 氏 名 会 社 名
小柳 誠 日 本 海 建 設 ㈱ 茶谷 和明 ㈱ 茶 谷 組
田上 淳一 田 上 建 設 ㈱ 小山 昌男 松 谷 建 設 ㈱ 会 社 名
今井 剛 ㈱ ミ ヤ ジ マ 建 設 池崎 義典 鈴 平 建 設 ㈱ ほ そ 川 建 設 ㈱
東 久人 東 建 設 ㈱ 明星加守暢 ㈱ の と さ く 灰 田 建 設 ㈱
小倉 継和 ㈱ 西 山 産 業 ㈱ 新 井 組

優良従業員表彰 （規程第4条該当者）（勤続15年以上）

氏 名 会 社 名 氏 名 会 社 名 氏 名 会 社 名
宮嶋 茂雄 ㈱ 金 沢 舗 道 東山 泰浩 ㈱ 髙 田 組 山田 淳平 み の り 建 設 ㈱
岡本 圭太 北川ヒューテック㈱ 酒井 亮 ㈱ 本 田 工 務 店 岡田 聡 盛 進 工 業 ㈱
羽根 宏通 〃 三本松美和 真 柄 建 設 ㈱ 松江 重好 和 田 内 潜 建 ㈱
安田 啓二 〃 寺尾 元康 𠮷 田 道 路 ㈱ 萬正 理 ㈱ 新 出 組
吉岡 友則 〃 綱 典子 ダ イ ド 建 設 ㈱ 蛸島 成之 ㈱ 宮 地 組
貴田 理恵 協 和 道 路 ㈱ 中村 政直 ㈱ 風 組 大屋 良和 昭 和 建 設 ㈱
乙村 敬 酒 井 工 業 ㈱ 室谷 泰行 〃 計 24名
小布施 悟 沢 田 工 業 ㈱ 山下 利昭 〃
鍛治 貴博 鈴 木 建 設 ㈱ 橋本 正広 竹腰永井建設㈱

令和元年度「けんせつセーフティ・ドライブ・コンテスト」
《参 加 率 最 優 秀 賞》 一般社団法人 七尾鹿島建設業協会
《無事故・無違反達成率最優秀賞》 一般社団法人 加 賀 建 設 業 協 会

役 職 氏 名 会 社 名 役 職 氏 名 会 社 名
理 事 山 下 勇 人 宮 下 建 設 ㈱ 新 専務理事 山 岸 勇 事 務 局
〃 西 中 順 治 ㈱ 西 中 建 設 常務理事 地 中 浩 〃
監 事 井戸谷 信 一 北 興 建 設 ㈱ 新 〃 北 村 清 成 〃
〃 寺 井 順 幸 寺 井 建 設 ㈱ 新 〃 米 田 和 正 〃
〃 宮 下 克 己 理事46名 監事3名
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1 流域の概要
鍋谷川は、能美市東部の白山市境に位置する
服部鉱山に源を発し、途中支川の館谷川を合わ
せながら西流し、小松市千代町において本川で
ある一級河川梯川に合流する流域面積約26㎢、
流路延長約9kmの一級河川です。

2 改修の経緯
鍋谷川では、昭和16年から昭和24年にかけ
て梯川合流点から2.9km区間を中小河川改修事
業で、昭和35年から昭和46年にかけて上流屈
曲部の1.3km区間を局部改良事業でそれぞれ改
修を行いました。
しかしながら、昭和56年7月や昭和59年6月
の洪水など、幾度となく被害が発生したため、
平成2年から平成11年にかけて、中流部の河積
が不足する1.5km区間を局部改良事業で改修を
行いました。
こうした中、平成10年に発生した台風7号に
よる豪雨の際に、初期に改修した区間において、
堤防の一部から漏水が発生したことから、平成
11年度から堤防補強に着手し、平成18年度か
らは総合流域防災事業により対策を促進してき
ました。
この度、事業が完了したことから、その内容
について報告します。

3 事業概要
事業延長：2.35km
事業期間：平成18年度～令和元年度
総事業費：約14億円
事業内容：堤防漏水対策（護岸整備等）

河川堤防における漏水は、堤体内に河川水や雨水など、水が浸透することによって発生します。したが
って、堤体内への水の浸透を抑制する目的で、ブロック張工や遮水シート、堤防舗装工を施工しました。
また、堤体内に浸透した水の速やかな排水と、堤体の安定化を図るため、堤防の川裏法尻部に堤脚保護
工としてかごマット工を施工しました。

最近の完成工事から

鍋谷川総合流域防災事業の完了
石川県南加賀土木総合事務所

図－1 改修履歴と今回整備対象区間

図－2 標準断面図
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4 親水性に配慮した河川整備
本事業の整備区間は、県のアドプト制度も活用して、地域住民や企業が一体となって、植樹や除草、清
掃などの河川美化活動に積極的に取り組んでいる地域であったことから、整備にあたっては、こうした活
動の足場としても活用できる階段ブロックを、護岸上部に一律に設置しました。
また、河川利用者が水辺に近づける階段護岸や、河川沿いを遊歩道として活用できる堤防舗装を整備し、
親水性にも配慮した河川整備を行いました。

階段ブロック

階段護岸

写真－1 完成状況（能美市佐野町地内） 写真－2 階段ブロックと階段護岸

5 整備効果
近年、全国各地で記録的な集中豪雨に見舞われるなか、鍋谷川においても幾度となく集中豪雨が発生し
ているものの、整備後においては漏水は確認されていません。今回の整備が、流域住民の安全安心の確保
に大きく貢献できているものと考えています。
また、階段ブロックや護岸、堤防舗装が活用され、地域住民の憩いの場として、より一層親しまれる河
川となることを期待しています。

写真－3 階段ブロックや堤防舗装の活用状況

6 おわりに
これまで、多くの関係者の方々のご意見をお伺いしながら本事業を進め、無事完成を迎えることができ
ました。地域住民をはじめ、事業にご協力をいただいた関係者の皆様に、改めて感謝申し上げます。
県としましても、引き続き、県内の河川改修事業を促進することにより、さらなる治水安全度の向上に
努め、県民の皆様の安全安心の確保に取り組んでまいります。
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■工 事 名 都市計画道路金石街道線（本町） 街路整
備（防災・安全）工事

■工 事 分 野 地中化工事

■施 工 場 所 金沢市安江町 地内

■工 事 概 要
施工延長 L=93m
管路埋設工 L=93m
ハンドホール設置工 N=5基

■工 期 平成30年3月23日～平成30年11月30日

■推 薦 理 由
当該箇所は金沢市中心部に位置し、交通量が多く人家
に近接した夜間工事であったが、遠方から確認できる大
型標識車の配備等による安全対策やバッテリー式照明等
の使用による徹底した騒音対策に取り組むとともに、近
接する他事業（市街地再開発事業）との工程調整や、近
隣住民・マンション等への工程説明を密に行うなど、円
滑な工事の進捗に努め、事故もなく良好な出来栄えで工
事を完了した。

令和元年度 土木部優良建設工事 知事表彰の紹介
vol.10

施工企業名：北陸地建株式会社

着工前

完成写真

計画平面図
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■現場代理人のコメント
この度は、令和元年度優良建設工事知事表彰を受賞させて頂き、誠にありがと
うございます。現場代理人として施工管理に携わるうえで、知事表彰を目標とし
てやってきました。地元の皆様並びに工事関係者の皆様には心より感謝するとと
もに、御礼申し上げます。
市街地での無電柱化工事は簡単な工事ではありませんでした。電線管を埋設す
る箇所には水道管やガス管、下水道管など様々な埋設管があるため、試掘工を入
念に行い埋設管の位置関係をしっかりと把握する必要がありました。この現場で
は予定より試掘箇所を増やし既設埋設管の位置関係が把握でき、電線管を埋設す
るときには、配管ルートを作業員にもわかりやすく図面化し、常にイメージして
埋設することができました。また、経験豊富なベテラン作業員と若手作業員との
コミュニケーションをとり、スピーディーに施工し、夜間工事での騒音・振動を
削減するように徹底し、安全対策も新しいアイテムを用いて通行される皆様に配
慮しました。
最後に、これからも地域との共存・共栄・共助に心がけ、頑張っていきたいと
思いますのでご指導宜しくお願いします。

現場代理人
横川 亮氏

交通量が多い夜間工事のため、遠くから視認しやすい大型の標
識車を使用した。

電線管の配管は、既設の埋設管や支障物を避けるように、常に
先を考え割付けし施工を行った。

工事時間外の市道部は通行止にならないように、仮設の橋を設置して解放した。
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■工 事 名 平成29年度 平成29年発生林地荒廃防止

施設災害復旧事業 安宅地区 海岸工事

その2

■施 工 場 所 小松市安宅町 地内

■工 事 概 要

防潮堤根継工L=144m

人工砂丘工N=1式、水叩き工N=1式

仮設工N=1式

■工 期 平成29年9月1日～平成30年8月31日

■推 薦 理 由

波浪を直接受け、かつ狭隘な場所での海岸工事

本工事は、勧進帳で有名な県史跡「安宅の関」に近隣

する海岸施設である消波工と人工砂丘の災害復旧工事で

ある。海岸線での工事となり、波浪の影響を直接受けることや狭隘なスペースでの作業となることから品

質管理、工程管理、安全管理等の施工管理に高い技術を要求される難度の高い施工条件であった。クレー

ン車への稼働型カメラ設置や、海岸での掘削に土砂吸引車を利用して施工性、安全性を高めた。また、無

線により2台のクレーン車間の連絡体制を整えることで施工性を高めるなどの工夫により、品質、出来映

えともに良好な工事であった。

令和元年度 農林水産部優良建設工事 知事表彰の紹介
vol.11

施工企業名：株式会社江口組

着手前の消波ブロック及び背面構造物損傷状況

完成時の消波ブロックと背面構造物

完成時の消波ブロック及び背面構造物 冬期に於ける越波状況
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■現場代理人のコメント

この度、栄誉のある知事表彰を賜り、心より厚く御礼申し上げます。

本工事は、台風期や寒冷前線による冬期季節風による波浪・越波で既設防潮堤

と背面の人工砂丘ブロック張に損傷を受けた現場の、背面吸出しによる損害を防

ぐ為の工事で、当初は、年内施工を計画したが、新規のブロック製作等施工時期

が合わず冬期越波対策として、急きょ仮設置で越冬することで、防潮堤を守り、4

月以降、仮設置した消波ブロックを一旦引き上げ、鋼矢板を既設防潮堤基礎前面

部に打込み、間詰コンクリートを打設し、不当浸水層を形成根継し、消波ブロッ

クを新たに規定断面に乱積する工事で、難航したのはやはり、前面部の施工で、

波の影響を受ける為、天候を常に把握し、早めの準備と休止を判断し、工程調整

することでした。

最後になりますが、南加賀農林総合事務所をはじめ、地元の皆さんのお力添え

を頂き安全に工事を完遂できたことを深く感謝申し上げます。

現場代理人
本田 薫氏

クローラクレーン120t足場の設置 根継鋼矢板の打込み状況

根継間詰コンクリート打設状況 消波ブロックの据付状況
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建設業，6建設業，6建設業，6
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公務員，2
進学，5進学，5進学，5

まだ考えて
いない，7
まだ考えて
いない，7
まだ考えて
いない，7

その他，8その他，8その他，8

魅力ある
やりがいのある
仕事，11

魅力ある
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魅力ある
やりがいのある
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かっこよく
男の仕事，6
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土日完全
週休二日制，
18

土日完全
週休二日制，
18

土日完全
週休二日制，
18

給料が少なめ
でも、休暇を
取りやすい，2

残業が多くても
より高収入，7
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仕事への
配属，8

希望する
仕事への
配属，8

希望する
仕事への
配属，8

その他，9その他，9その他，9

どのような進路を考えているか建設業のイメージ どのような会社で働きたいか

建設業界の若手就業者が著しく減少していることから、担
い手確保対策の一環として、平成27年度から翠星高校環境
設計分野の2年生と意見交換会を行っています。昨年度は2
月7日（金）に、生徒27名と協会から14名が参加して意見交換
会を行いました。
冒頭、同校の稲葉校長と当協会の谷端副会長が「建設業は
地域に貢献できる大変やりがいのある仕事、この機会に建設
業の魅力を知ってもらい、将来の仕事の選択肢として考えて
いただきたい」と挨拶。
引き続き、同校を卒業した青年委員から「現場監督の1日」と題してプレゼンテーションが行われ、そ
の後、5グループに分かれて現場監督の仕事内容や待遇面、経験談を交えて建設業の魅力ややりがいなど
について意見交換を行いました。

5グループに分かれて意見交換 生徒全員から感想を発表

意見交換会の前に、生徒から将来の進路や建設業に対するイメージ等についてのアンケートを実施しま
した。主な項目について下記にまとめてみました。アンケートの時点で建設業を目指している生徒は27
人中6名で、終了後の感想文では、ほとんどの生徒が「意見交換会ではいい話を聞かせてもらった」と書
かれていましたが、実際の進路は？？？

地区協会コーナー

建設業の魅力を高校生にアピール
「石川県立翠星高校生徒との意見交換会」を開催

（一社）白山野々市建設業協会

プレゼンテーション「現場監督の一日」



協 会 報令和2年7月号 (13)

新型コロナウイルスで大変な時期に「会員リ
レー」が回ってきましたが、皆様いかがお過ごし
でしょうか。
弊社は、昭和2年（これより前は不明）に祖父
の釣谷庄松が能登町鵜川（旧鳳至郡能都町鵜川）
で創業し、同47年に建設業の許可を頂き、平成7
年4月に法人化しました。
私が入社して見えたものは作業員の高齢化でし
た。若くて45歳、一番年上は65歳でした。そこ

で、会社のイメージアップにつながると思い4週
4休から4週6休にして若者の入社を見込んでいま
した。しかし、建設業は3Kと言われ、入社して
も2ヶ月程で辞めてしまう者がいるなど続きませ
んでした。暫くして、今度は4週8休で待ち望ん
でいましたが、若者の入社は進まず、今では年配
者の骨休め的な感じになっています。
私事ですが、平成12年に石川労働局長より安

全推進の表彰状を頂いてから、どの現場において
も「安全第一で無理するな」をモットーに今日ま
で頑張ってきました。これからは、熱中症対策に
も気を配る必要があります。働き方改革の声も聞
こえてきますが、例えば、週休2日にすると工期
が間に合わなくなるような現場が出てくるように
思われます。もっと余裕のある工期で考えて頂き
たいですね。
今般の新型コロナウイルスの出現によって毎日
ビクビクしながら作業をしていますが、大変なウ
イルスだと言うことを社員全員が自覚して日々の
業務を務めています。
現場においても意見を出し合い、安全第一で綺
麗に仕上げるよう頑張って地域の発展に貢献して
いきたいと思う毎日です。何年何十年経っても現
場では試行錯誤の繰り返しで、勉強しながら仕上
げているのが現状です。
頭の片隅にある、「ルールを守りルールは社会

人として信頼されるための基本的な規則である」
ということを自覚しながら公共事業の減少で厳し
い経営環境の中、模索しながらの会社経営になっ
ていくことと思います。

次回は大変お世話になっている寺西建設株式会
社 代表取締役 寺西芳光さんにバトンをお渡し
しますので、よろしくお願いします。

（有限会社釣谷組 代表取締役 釣谷松次）

会員リレーコーナー
○199 有限会社釣谷組

（所在地：石川県鳳珠郡能登町字鵜川21字33）

昭和2年の書類

社 章

前社長（父親）愛用のダンプ

私の宝物
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今月の さん
金沢市割出町の現場に今月の輝きさん山本夏基さん
を訪ねました。

－この現場は基礎工事を終えたばかりのようですが、
どのような建物ですか？
鉄道会社の営業所を新築しています。今年の4月に
着工し11月には完成する予定です。私は、着工当初
から上司とともにこの現場を担当しています。

－はじめに、あなたの会社について教えてください。
私が勤務する兼六建設株式会社は、社会インフラを
中心とした公共工事をはじめ、医療・社会福祉施設、
商業施設、マンション、オフィス、工場等様々な用途
や規模の建物の建築、不動産開発等を手掛ける総合建
設業の会社です。昭和26年6月創業で来年創立70周年
を迎えます。東京、富山、七尾、白山に営業所があり、
私は、本社の建築部建築工事課員として現場管理を担
当しています。

－あなたの経歴と入社動機について教えてください。
私は、羽咋郡宝達志水町出身で、昨年の3月に金沢
工業大学建築学部建築学科を卒業しました。長男で一
人っ子ということもあり、県内企業に就職すると決め
ていました。大学3年のインターンシップで今の会社
にお世話になり、若い社員の方に社内や現場を案内し
ていただきましたが、とても良い雰囲気を感じました。
仕事をするならこの会社だと思い入社を決めました。

－建築の仕事を職業として選んだ理由は？
子供の時からものづくりが好きで、中学生の頃までは大工にあこがれていました。高校生になって、建
物は設計に始まり様々な工事を経て完成するということが分かったことで、将来は建築工事一式を管理監
督する現場監督の仕事に就きたいと思うようになりました。それで大学の建築学科に進みました。

－入社2年目ですが、現場を経験した感想は？
今の現場を含めて2か所しか経験していませんが、入社後初めての現場が、金沢市立泉中学校の屋内運
動場建設現場でした。他社とのJVでしたが、現場には毎日多くの関係者が出入りし様々な工事が行われ
ており、さらに、学校の周辺道路が通行規制されていたことから資材の搬入にも細かい調整が必要になる
など、施工管理や工程管理の難しさを肌で感じました。

－建築の仕事にやりがいを感じる時は？
たくさんの人の協力によって建物が完成し、地図に記録され、後世に残っていくところに大きな喜びと
やりがいを感じます。

－休日の過ごし方、趣味等について教えてください。
小学校から大学までバスケットボールをしていました。中学校では県大会の新人戦で優勝したこともあ
ります。今は仕事を覚えることで精いっぱいで、身体を動かす機会がありません。休日には、資格取得に
向けた勉強の合間に、ドライブや買い物に出かけてリフレッシュしています。

－最後に将来の夢、目標は？
当面の目標は、1級建築施工管理技士の資格を取得することです。仕事に必要な資格をひとつでも多く

取得して会社により貢献できればと思っています。そして一日も早く一人前の現場監督になりたいと思い
ます。

No. 64

兼六建設株式会社 山本夏基さん
所 属：建築部
経験年数：1年3ヶ月
年 齢：23歳

けんせつ一番星☆
「-Sunset Express-MOVE」毎月第4火曜日 18 : 00～18 : 05

エフエム石川で毎回、建設業界で働く業界のホープ「けんせつ一番星☆」の方にインタビュー
し建設業界の魅力や仕事への意気込みなどに迫ります。
是非お聞きください。

���������������������������������������
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座講講政出前政県政県県政出前県政出前県県県政出前講座県政出前講座座座座座座座座座座座座座座座政政政政 講講講講県政出前講座前講座座座座座座座県政出前講座県政出前講座県県政出前講座講座座座政出前政県政出前講座政出前講政出前講座座講座講講講政出前政県政政県県県政出前県 講講政政県政出前講県県政出前講座座座座座座座座座座座政出政県政出前県県県県県政出前講座座講座座座座座県県政出前講座座座政 前前講座座座座座座座講座座座座座座座座座座座座座座座座講講県政出県県県県政県政政県県県県政県政出前講県政出前講座県政出前講座県政出前講座県政出前講座 石川県健康福祉部健康推進課
熱中症対策vol.7

「熱中症対策」では、熱中症の症状や要因のほか、予防法等について紹介します。近年、熱中症による
健康被害が数多く報告されていることから、多くの方にご利用いただき、熱中症予防の意識を高めていた
だければ幸いです。

県政出前講座について

【テーマは何種類？誰が説明？】
県政出前講座では、上記で紹介したテーマの他、155件のテーマからお好きなテーマを選ぶことができます。説

明は各テーマ担当課職員（県庁職員）が説明します。今年度より講義と施設見学をセットにした講座を追加しました！
【費用と所要時間は？】
職員の派遣に関する費用（旅費・軽微な資料代など）は、不要ですが、会場は申込団体でご用意ください。講座
の所要時間は1時間から1時間30分程度です。
【受講する人員は？】
おおむね10人以上から受講できます。

【申し込み方法は？】
石川県ホームページから（http : //www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/demae/）詳しい申し込み方法をご覧

いただけます。「石川県 出前講座」で検索してもすぐ見つかります。
パンフレットをお求めの方は、石川県広報広聴室までお問い合わせください。
（石川県広報広聴室 電話：076-225-1362 メール：e130500b@pref.ishikawa.lg.jp）

熱中症とは

熱中症にかかり
やすい条件や症状
について説明しま
す。

予防法について

こまめに水分・塩分補給をすることや熱中症に
なりにくい環境をつくる工夫など、予防のための
ポイントを説明します。

熱中症になったときの対処法

夏場に体調の異
変を感じたとき
は、涼しい場所へ
移動し体を冷やす
ことが重要であ
り、その対応につ
いて説明します。

予防のための運動指針

高温環境の指標として「暑さ指数（WBGT）」が
あり、労働や運動時の熱中症予防の目安に用いら
れています。その指針について説明します。
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の取り組み紹介会員企業会会員員企業企業会員企業

髙田産業グループ（髙田産業（株）、（株）髙田組、（株）金沢舗道、金沢彩の庭ホテル、金沢アドベンチャー
ズ）は、このほど、建設業界や同グループのイメージアップを目的として、グループ企業の特色をモチー
フとした5体のキャラクターグループ「地域貢献隊Happy V」と「うごく！現場事務所」を運用した。建
設業は、一般の方と直に接する機会が少ないことから3K
（きつい、汚い、危険）といったイメージが先行している
ため、キャラクターを作成し親しみやすいイメージを持っ
てもらおうと同グループの女性技術者が考案した。
「うごく！現場事務所」は、現場事務所を設けることが
困難な現場に対処するため、ワンボックス車両に電気設備
や机などを設置したもので、パソコン2台を8時間稼働さ
せることができるほか、オンライン会議にも対応している。
また、新型コロナウイルス対策として消毒液、マスクも備
えている。各種打合せや事務作業を車両内で行うことで、
営業所に戻って事務作業を行う無駄を省き作業効率の向上
を図る狙いもある。
同グループでは、イメージキャラクター「地域貢献隊
Happy V」を「うごく！現場事務所」車両にラッピングす
ることで、老若男女を問わず親しみやすいイメージを持っ
てもらうとともに、ひらがなで「うごく！げんばじむしょ」
の文字を入れることで、漢字が読めない子供にも興味を持
ってもらいたいとしている。
皆さん、「うごく！現場事務所」を見かけたときには気
軽に声をかけてください。

オリジナルキャラクター「地域貢献隊Happy V（ゴー）」
及び「うごく！現場事務所」（車両）の運用について

～建設業界のイメージアップを目指して～
髙田産業グループ

うごく！現場事務所

車内で事務作業中の社員

イメージキャラクターのラッピング

イメージキャラクター
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6月18日（木）、足立敏之参議院議員と石川、富山両県建設業協会会長が（一社）全国建設業協会 山崎篤男
専務理事を交えてWEBで意見交換をした。新型コロナウイルス感染拡大による建設業への影響、スーパー
ゼネコンが工事を止めたことに関連する影響、発注者との協議などへの影響及び今後の景気対策について、
平櫻 保石川県建設業協会長、竹内 茂富山県建設業協会長が、それぞれの県の状況を述べた後、活発な
意見交換が行われた。

（一社）石川県建設業協会の理事会は、6月3日（水）午後2時30分から、石川県建設総合センター7階大ホー
ルにおいて開催された。
理事会に先立ち、令和2年春の褒章で黄綬褒章を受章された中市勝也常任理事に対し、小倉 淳会長か
ら褒章の記並びに褒章の伝達が行われるとともに、役員一同から金杯が贈られた。
理事会は、小倉会長の挨拶で始まり、議事録署名人の指名後、令和元年度事業報告及び収支決算等7議
案について審議の結果、いずれも異議なく承認された。続いて事務局から、会費割当表、表彰受賞者名簿、
今後の主な日程について報告がなされた。
特別委員会の見直しが行われ、雇用対策特別委員会を「担い手確保・育成特別委員会」に名称変更する
とともに、環境情報対策特別委員会と暴力団等対策特別委員会を合わせて「安全・環境対策特別委員会」
を新設した。また、建設青年委員会の下に「女性部会」を置き、女性職員のネットワーク構築に向けた活
動の強化を図ることとした。新規入会希望者について審議の結果、（株）狭間工業の入会が承認された。

褒章伝達 会場

協 会 だ よ り

足立敏之参議院議員とWEBで意見交換

（一社）石川県建設業協会理事会の開催
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土木委員会

◎正副委員長会議及び役員会の開催
土木委員会（委員長 竹腰勇ノ介）は、第1回役員会に提案する
議題内容を審議するため、去る6月4日（木）に正副委員長会議（第1
回）を石川県建設総合センター会議室において開催した。
この正副委員長会議を受けて、土木委員会は、令和2年度役員改
選・所属部会に関する審議及び第1回全体会議の議事内容の審議、
各地区協会との意見交換会を行うために、去る6月17日（水）に第1
回役員会を石川県建設総合センター会議室において開催した。会議
は、竹腰委員長の挨拶のあと、下記の議題について審議され、散会
した。
〈審議内容〉
１．令和2年度役員改選及び委員所属部会について
２．第1回全体会議について
１）開催方法について
２）講演及び懇談会の実施の可否について
３）会議資料について
①令和元年度の活動報告及び決算報告
②令和2年度の活動計画及び予算

３．地区協会との意見交換会について
４．その他

委 員 会 の 開 催

正副委員長会議

役員会
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土地改良委員会
◎正副委員長・部会長会議の開催

土地改良委員会（委員長 岡田康晴）は、6月15日（月）、真柄卓司
前委員長を交えて、正副委員長・技術検討部会長会議を開催し、今
年度の事業方針について打合せを行った。

◎第1回役員会の開催
土地改良委員会（委員長 岡田康晴）は、6月24日（水）午後2時30

分から、石川県建設総合センター401会議室で本年度最初の役員会
を開催した。役員会は、委員長以下17名出席のもと、岡田康晴新
委員長が就任挨拶を行い、引き続き議題審議を行った。
１ 審議事項

当委員会の役員及び技術検討部会役員の改選並びに令和元年
度事業・決算報告及び令和2年度事業計画・予算（案）につい
て説明・審議を行い了承された。

２ 報告事項
土地改良委員会会費算定に係る契約状況や口蹄疫・災害協定に基づく緊急対策業務の対応状況につ

いて報告がなされた。

建設技術研修所

◎令和2年度ドローン講習会の開催
広報・研修委員会（委員長 髙田直人）は、令和2年度第1回ド
ローン講習会を6月19日（金）・20日（土）の2日間に亘って開催した。
当講習会は、ドローン運用の基礎から現場での利活用を目的とし、
初日は石川県建設総合センター7Fにおいて座学並びにミニドロー
ンを使った基本操作を行い、2日目は金沢市七曲町地内において、
DJI製のドローンを使用した操作体験並びに写真・動画撮影等の内
容で行われた。
受講者からは、「定員4名と少人数なこともあり、長時間操作体
験を行うことができて良かった。」「数種類のドローンを操作することにより、各機体の癖や特徴を理解す
ることができ、購入する際の参考になった。」等の感想が聞かれた。

※全10回の研修を予定しておりますが、全て定員に達しており、現在追加開催を検討しております。詳
しくは協会事務局（担当：室山）までお問合せください。

令和2年度理事会の開催

石川県総合建設業協同組合だより

石川県総合建設業協同組合の理事会は、6月3日（水）午後1時30分
から、石川県建設総合センター7階大ホールにおいて開催された。
小倉 淳理事長の挨拶に続き、令和元年度事業報告並びに収支決算
等5議案について審議が行われ、いずれも異議なく承認された。
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令和2年度通常総会の開催

石川県総合建設業協同組合は、6月15日（月）午後1時30分から、石
川県建設総合センター7階大ホールにおいて令和2年度の通常総会
を開催した。小倉理事長の挨拶に続き、令和元年度事業報告、財産
目録、貸借対照表、損益計算書並びに剰余金処分（案）の承認につ
いて等5議案について審議が行われ、いずれも異議なく承認された。
なお、役員改選では、理事長に平櫻 保氏を選任するとともに、
副理事長に鶴山庄市、江口介一、橋本和雄（新任）、中市勝也（新
任）の4氏、理事に岡 昌弘、岡田康晴、北川義信、小柳 誠（新）、
末田廣昭、髙田直人、竹腰勇ノ介、豊蔵享一、坂東久雄、藤内拓朗、
本田正敏、真柄卓司、水内健之、西 正次、吉光岳文（新）、谷端正宗、藤本和久（新）、山﨑貴文（新）、
表 守活、小倉 淳、南 哲郎、田村行利、林 登良夫、高木作之、福池正人、二俣 馨、山下勇人（新）、
西中順治の各氏、監事に明翫圭祐（新）、寺井順幸（新）、宮下克己の3氏、専務理事に山岸 勇氏が選任
された。

石川県建設産業連合会は、6
月19日（金）午後2時から、石川
県建設総合センター7F大ホー
ルにおいて、令和2年度理事会
・通常総会を開催した。
開会に先立ち、鈴見裕司石川
県土木部次長から「石川県の土
木施策等について」と題し講演
をいただいた。
理事会・通常総会は小倉 淳
会長の挨拶で始まり、議事録署名人の指名後、令和元年度事業報告並びに収支決算、令和2年度事業計画
並びに収支予算等4議案について審議の結果、いずれも異議なく承認された。役員改選では、会長に平櫻
保氏、副会長に鶴山庄市、柿本自如、米沢 寛、新家久司の4氏、専務理事に山岸 勇氏が選任された。
常任理事以下の役員は役員名簿のとおり。なお、（一社）石川県木造住宅協会（会長 山田外志雄）の新規
加入が承認された。

石川県建設産業連合会だより

令和2年度理事会・通常総会の開催

石川県建設産業連合会役員名簿
令和2年6月19日現在

役 職 氏 名 団 体 名 役 職 氏 名 団 体 名
会 長 平櫻 保 一般社団法人 石川県建設業協会 常任理事 竹腰勇ノ介 一般社団法人 石川県建設業協会
副 会 長 鶴山 庄市 〃 〃 真柄 卓司 〃
〃 柿本 自如 石川県管工事業協同組合連合会 〃 岡田 康晴 〃
〃 米沢 寛 石川県電気工事工業組合 〃 髙田 直人 〃
〃 新家 久司 一般社団法人 石川県測量設計業協会 〃 宮 利介 石川県インテリア事業協同組合

専務理事 山岸 勇 一般社団法人 石川県建設業協会 〃 岸 省三 一般社団法人 石川県造園緑化建設協会
常任理事 江口 介一 〃 〃 矢野 好二 一般社団法人 石川県地質調査業協会
〃 橋本 和雄 〃 〃 寺田 健信 石川県鉄骨工業協同組合
〃 中市 勝也 〃 〃 若宮 昇平 石川県塗装工業会

鈴見裕司土木部次長の講演 会場
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石川県土木施工管理技士会（会長 江口介一）は、令和2年度の
第1回役員会を6月8日（月）に石川県建設総合センターにて開催し
た。
会議は、下記の議事内容について審議・確認を行った。
＜審議事項＞
○令和元年度事業報告及び収支決算について
・諸会議の開催状況、会員数、事業活動状況について審議し、了承
した。
・収入及び支出内容を精査し、了承した。
○令和2年度事業計画（案）及び収支予算（案）について
・事業計画及び収支予算について審議し、了承した。
○役員改選について
・役員任期満了に伴う新役員の人選について、5月25日（月）開催の正副会長会議で審議された新役員（案）
を役員会に諮り、了承された。
＜確認事項＞
○定時総会について
・新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図るため、総会は書面議決（書面表決書・委任状）で行う事と
し、議決日を7月3日（金）とした。また、例年実施している総会との合同開催の講演会については、中
止とした。
○第2回役員会について
・役員改選に伴う新役員体制による役員会を、総会後の7月21日（火）に金沢市内で開催することとした。
＜その他＞
○継続教育（CPDS）の単位取得について
新型コロナウイルス感染拡大の影響で、新年度に入ってからも講習会が中止や延期、参加者人数制限な
どにより、継続教育（CPDS）の評価対象単位数の取得が困難な状況となっていることから、その対応策
等について、国土交通省の具体的な取組方針や（一社）全国土木施工管理技士会連合会の運用方法について
事務局より報告を行った。
＜国土交通省での継続教育（CPDS）に関する具体的対策＞
国土交通省では所管事業の円滑な発注や施工体制の確保を図るため、具体的対策例として、通知文書に
継続教育（CPDS・CPD）の評価対象期間や登録証明書等の提出期限を延長、又は評価対象単位数を減
らすなど、適宜柔軟な対応を行う取組例が示されている。
＜全国技士会連合会での継続教育（CPDS）に関する運用方法＞
新型コロナウイルス感染拡大に対する講習の救済措置としてのCPDSでのオンラインセミナー運用方
法（通常の対面での講習会と同じ扱いとして、取得制限なくCPDSを取得できる等）について紹介した。

石川県土木施工管理技士会だより

役員会の開催

役 職 氏 名 団 体 名 役 職 氏 名 団 体 名
常任理事 北川 隆明 一般社団法人 石川県舗装業協会 理 事 岡部 裕樹 一般社団法人 石川県交通安全施設業協会
〃 通善 一洋 公益社団法人 石川県木材産業振興協会 〃 橋浦 宗一 石川県骨材協同組合連合会

理 事 小中出佳津良 一般社団法人 石川県建設業協会 〃 中川 敬雄 石川県コンクリート製品協同組合
〃 谷端 正宗 〃 〃 小泉 嘉徳 一般社団法人 石川県左官業組合連合会
〃 表 守活 〃 〃 小寺洋志裕 石川県鉄筋業協同組合
〃 南 哲郎 〃 〃 松原 繁光 石川県鳶工業会
〃 田村 行利 〃 〃 豊蔵 健夫 石川県生コンクリート工業組合
〃 福池 正人 〃 監 事 坂野 俊紀 一般社団法人 石川県建設コンサルタント協会
〃 小林 正澄 一般社団法人 石川県建築士事務所協会 〃 吉光 岳文 一般社団法人 石川県建設業協会
〃 松本 吉弘 一般社団法人 石川県建築組合連合会 理事 35名 監事 2名
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労働災害発生状況
～建設業労働災害防止協会～

署別・業種別件数（令和2年分） 令和2年5月末 速報

業種別
署別 土木工事 建築工事 設備工事 計 前年同期 全産業

金沢監督署 2 （ 2）10 8 （ 2）20 （ 8）23 ① 231

小松監督署 4 （ 3） 6 （ 3）10 （ 2）10 84

七尾監督署 6 （ 1） 2 ① 1 ①（ 1） 9 ①（ 3）10 ② 51

穴水監督署 2 1 3 （ 1） 5 27

計 14 （ 6）18 ① 10 ①（ 6）42 ①（14）48 ③ 393

前年同期 ① 15 （14）26 7 ①（14）48 ② 390

（ ）内は木建工事 ○内は死亡者数

令和2年度 建設工事受注高調（元請）

民 間 （単位100万円）

土 木 建 築 計
令和2年度 令和元年度 ％ 令和2年度 令和元年度 ％ 令和2年度 令和元年度 ％

4月分 450 185 243.2% 3,028 1,647 183.8% 3,478 1,832 189.8%
5 月分 91 410 22.2% 983 881 111.6% 1,074 1,291 83.2%
6 月分
年度累計 541 595 90.9% 4,011 2,528 158.7% 4,552 3,123 145.8%
30年度累計 502 107.8% 5,024 79.8% 5,526 82.4%
29年度累計 1,154 46.9% 6,417 62.5% 7,571 60.1%

官 公 庁
土 木 建 築 計

令和2年度 令和元年度 ％ 令和2年度 令和元年度 ％ 令和2年度 令和元年度 ％
4月分 2,316 4,391 52.7% 204 374 54.5% 2,520 4,765 52.9%
5 月分 3,535 3,243 109.0% 984 568 173.2% 4,519 3,811 118.6%
6 月分
年度累計 5,851 7,634 76.6% 1,188 942 126.1% 7,039 8,576 82.1%
30年度累計 3,346 174.9% 692 171.7% 4,038 174.3%
29年度累計 2,410 242.8% 1,074 110.6% 3,484 202.0%

合 計（民間＋官公庁）
令和2年度 令和元年度 ％ 令和2年度 令和元年度 ％

4月分 5,998 6,597 90.9% 年度累計 11,591 11,699 99.1%
5月分 5,593 5,102 109.6% 30年度累計 9,564 121.2%
6月分 29年度累計 11,055 104.8%

業 界 時 報
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令和2年7月行事予定
7月 2日（木）ドローン講習会（第3回）

安全・環境対策特別委員会正副委員長会議
3日（金）石川県土木施工管理技士会定時総会（書面議決）

（石川県建設総合センター）
工業新聞社会長インタビュー

4日（土）ドローン講習会（第3回） （金沢市七曲）
6日（月）正副会長会議
7日（火）建設通信新聞インタビュー

北陸建設界の担い手確保・育成協議会石川県部会
（金沢河川国道事務所）

8日（水）石川県知事表敬 （石川県庁）
いしかわ21世紀住まいづくり協議会 総会

（石川県地場産業振興センター）
9日（木）北陸ブロック打合せ会議

（アートホテル新潟駅前）
13日（月）実務者技術講習
14日（火）会報編集委員会

実務者技術講習 （奥能登総合事務所）
15日（水）地域懇談会・ブロック会議の運営打合せ会

（東京 鉄鋼会館）
全国専務・事務局長会議 （東京 鉄鋼会館）

16日（木）第1回広報・研修委員会全体会議
（ホテル日航金沢）

17日（金）第1回品質管理監査会議 （KKRホテル金沢）
20日（月）建設業経営講習会in能登2020

（奥能登総合事務所）
土木委員会 全体会議

21日（火）建築委員会 全体会議
石川県土木施工管理技士会役員会

（金沢市内会議所）
22日（水）新・旧役員懇談会 （金沢東急ホテル）
27日（月）建築委員会 役員会（第1回） （金沢市内）
28日（火）事務局打合せ

石川建設工事関係者労働災害防止連絡会議
（金沢駅西合同庁舎）

29日（水）職域支部・友好団体との懇談会（自民党県連）
（金沢東急ホテル）

担い手確保・育成等特別委員会
30日（木）女性部会の設立に向けた準備会

（金沢ニューグランドホテル）
31日（金）ドローン講習会

北陸農政局長施策提案 （北陸農政局）

令和2年8月以降の行事予定
8月 1日（土）ドローン講習会
4日（火）正副会長会議

常任理事会
土地改良委員会 全体会議

（ANAホリデイ・イン金沢スカイ）
5日（水）北陸建設青年会議 （金沢市内）
6日（木）北陸地方整備局との意見交換会

（ANAクラウンプラザホテル金沢）
9月 4日（金）正副会長会議
15日（火）県央農林安全対策協議会 安全パトロール

（予備日：9月24日） （県央農林総合事務所）
23日（水）農林合同セミナー

（石川県地場産業振興センター）
30日（水）全国建産連 会長会議 （東京）

10月 5日（月）正副会長会議
常任理事会

8日（木）建設技術報告会
（石川県地場産業振興センター本館）

22日（木）測量コンテスト（予備日：9月23日）
（金沢市ものづくり会館）

26日（月）北陸建設業協会地域懇談会 （ホテル日航金沢）
11月13日（金）地区協会研修会 （七尾市内）
16日（月）全建協連専務・事務局長会議（東京 如水会館）
27日（金）建退共説明会

令和3年
1月18日（月）協会・組合合同新年祝賀会 （ホテル日航金沢）

会 員 の 異 動
今回届け出があったのは次の4件でした。

○新規入会
地区 商号又は名称 代表者名 所在地 電話番号 FAX番号
河北 （株）狭間工業 狭間一也 920-0274 河北郡内灘町字向粟崎5-165-3 076-238-1095 076-238-1096

○変更
会社名 変更前代表者 変更後代表者 変更年月日

（株）鍛冶建設 鍛冶 秀雄 鍛冶 龍彦 令和2年4月1日
（株）澤木組 澤木 克維 澤木 啓祐 令和2年6月5日
兼六建設（株） 橋本 和雄 橋本 和宏 令和2年6月5日

なお、変更があった時点で届出頂くようお願い致します。

県協会からのお知らせ
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石川県総合建設業協同組合
損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社
損保ジャパンパートナーズ株式会社

TEL 076-231-7787
FAX 076-231-7766
〒920-0919 金沢市南町5-20
 中屋三井ビル2F

珠洲建設業協会では、17年度に奥能登土木総合事務所管内で発生
した事故を受け、安全対策協議会を設置し、労働災害1000日連続ゼ
ロ宣言をスタートした。月1回の安全パトロールや講習会を通じて会
員の意識の高揚を図り17年10月1日から今年6月26日までの期間で成
し遂げた。それを記念して、6月30日 奥能登土木総合事務所 今井
所長同席のもと、中市会長はダルマに右目を書き入れた。中市会長は
「現場環境の改善や一人ひとりが安全に対する意識改革を持って引続
き無災害に努めていきたい」と挨拶した。

（一社）金沢建設業協会
《行事予定》
7月 2日（木） 建：住宅・環境委員会
3日（金） 建：技術・安全委員会

土：正副部会長・各委員長会議
7日（火） 青：情報発信セクション
8日（水） 青：幹事会
9日（木） 役：総会後 挨拶回り
10日（金） 土：金沢市幹部職員との意見交換会
13日（月） 金沢市への寄付贈呈式
21日（火） 土：県央土木幹部職員との意見交換会
30日（木） 土：全体会
31日（金） 土：ゴルフ会

《お知らせ》
8月 4日（火） 監理技術者講習
5日（水） 第2回技術社員研修会

（一社）加賀建設業協会
《行事予定》
7月 8日（水） 役員会

《お知らせ》
8月初旬 道路クリーン作戦

（一社）小松能美建設業協会
《行事予定》
7月28日（火） 建青会役員会
29日（水） 土木技術部会研修会

役員懇談会
（一社）白山野々市建設業協会

《行事予定》
7月27日（月） 理事会

（一社）羽咋郡市建設業協会
《行事予定》
7月 1日（水） 監理技術者講習会
15日（水） 農林工事優良現場代理人表彰

役員会
（一社）鳳輪建設業協会

《行事予定》
7月20日（月） 建設業経営講習会in能登2020
28日（火） 奥能登土木委員会 役員会

奥能登土木委員会 施工管理部会
（一社）珠洲建設業協会

《お知らせ》
7月 3日（金） 土木部会
17日（金） 献血活動
29日（水） 奥能登土木委員会 役員会

奥能登土木委員会 施工管理部会

地区協会からのお知らせ
労働災害1000日ゼロ宣言 無事故達成

（一社）珠洲建設業協会
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「いしかわ工場・施設版環境ISO登録制度」及び「いしかわ工場・施設版環
境ISO実践モデル事業補助金」の募集について
石川県では、県民総ぐるみで環境保全活動に取り組むため、独自の環境マネジメントシステムである「石川家
庭版、学校版、地域版、事業者版環境ISO」を策定し普及啓発に努めてきましたが、今般、事業所を対象とした
標記の登録制度及び事業補助金を創設し募集を開始します。

記
【登録制度】
1 登録申請受付開始 令和2年6月8日（月）
2 登 録 申 請 方 法 登録申請書（環境行動計画書）を記入のうえ、（公社）いしかわ環境パートナーシップ

県民会議に提出
【補助制度】
1 募集期間 令和2年6月8日（月）～9月15日（火）※17時必着
2 対 象 者 いしかわ工場・施設版環境ISOに取組む県内の中小企業者等
3 対象事業 工場や施設における省エネのために行う取組み

（高効率設備導入、熱効率向上対策、省エネピーク対策など）
4 補 助 率 1／3（上限100万円）※20件程度
5 申請方法 補助金交付申請書、事業計画、収支予算書、その他必要資料を県温暖化・里山対策室に提出（各1部）
※詳しくは県ホームページをご覧ください。＜https : //www.pref.ishikawa.lg.jp/ontai/＞

公共工事の統一的な現場閉所に向けた取り組みについて
本県では、建設業の働き方改革として、週休2日実現に向け「いしかわ土日おやすみモデル工事」に取り組ん

でいるところです。この取り組みの一環として、昨年度は、ゴールデンウィーク及び秋の4回の3連休において、
休日を推進するため統一的な現場閉所にご協力いただいたところです。
今年度は、建設業の休日取得を更に推進するため、北陸地方整備局管内の各発注機関が連携し、毎月の第2週
及び第4週の土日を現場閉所の統一日として設定し、統一的な現場閉所に取り組むこととしましたので、受発注
者間で協議を行い、休日取得の推進にご協力いただきたくお願いいたします。

記
１ 令和2年度の取り組み
毎月第2週、第4週の土日を「現場閉所の統一日」に設定し、休日取得の推進に取り組む。
※就業規則等で第2週、第4週以外を休日とする場合は、読み替えることができるものとする。

２ 対象工事
現在施工中の工事及び今後発注する工事

３ 具体的な対応
・対象工事については、受発注者で協議を行い、工期内の第2週及び第4週の土日を現場閉所の統一日に設
定するよう努める。
・就業規則や工事工程などの理由で、工期内の第2週及び第4週の現場閉所が困難な場合は、閉所日を別の
週や曜日に振り替えるなど、4週6休以上となるよう受発注者で工事工程等を調整する。

※令和2年度週休2日モデルカレンダー等は次のとおり

（事務担当）
土木部管理課 技術管理室
TEL076‐225‐1787

関係機関からのお知らせ
石川県生活環境部温暖化・里山対策室より

石川県土木部より



協 会 報(26) 令和2年7月号



協 会 報令和2年7月号 (27)



協 会 報(28) 令和2年7月号

有資格業者の皆様へ
発注者綱紀保持にご協力願います

国土交通省 北陸地方整備局より



協 会 報令和2年7月号 (29)



協 会 報(30) 令和2年7月号

熱中症を防ぐために

石川県より



協 会 報令和2年7月号 (31)
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